
































 

















(単位：円）

使用目的等 金　　額

（流動資産） 現金預金

現金 手元保管 運転資金として 16,980

普通預金 遠州信用金庫 半田支店 運転資金として 2,662,918

遠州信用金庫 半田支店 運転資金として 26,285

静岡銀行 上島支店 運転資金として 42,722

浜松いわた信用金庫 有玉支店 運転資金として 7,952

静清信用金庫 本店 運転資金として 41,583

振替貯金 ゆうちょ銀行 〇八五 運転資金として 5,485

〇八九 運転資金として 46,016

<現金・預金計> 2,849,941

未収金
公益目的保有財産であり、運用益を公
益目的事業の財源としている。

153,749

運用財産基金以外の特定資産として
いる。

14,655

令和７年度都道府県支援事業 228,994

令和７年度あっせん関係事業 439,515

令和７年度ドナー家族支援関係事業 6,850

<未収金計> 843,763

貯蔵品 日本郵便 切手 4,244

<貯蔵品計> 4,244

前払金 公益財団法人静岡産業振興協会 令和７年度会議室借料（7/3） 26,180

男女共同参画センター交流会議 令和７年度会議室借料（4/21） 9,500

三井住友ファイナンス＆リース株式会社 ノートPCリース料（R8.4月～R9.1月） 6,783

<前払金計> 42,463

立替金 トヨタファイナンス株式会社 燃料費　3月職員使用分 36,553

<立替金計> 36,553

流動資産合計 3,776,964

(固定資産）

基本財産 投資有価証券
公益目的保有財産であり、運用益を公
益目的事業の財源としている。

49,835,562

同　　上 79,074,794

同　　上 10,000,000

同　　上 4,000,000

180回利付国債（20年） 同　　上 5,070,080

182回利付国債（20年） 同　　上 20,176,448

192回利付国債（20年） 同　　上 98,121,940

R6年度1-3号　三重県債 同　　上 39,772,228

定期預金 遠州信用金庫 半田支店 同　　上 49,000

遠州信用金庫 半田支店 同　　上 290,000

<基本財産計> 306,390,052

特定資産 運用財産基金 <投資有価証券>

公益目的保有財産であり、運用益を公
益目的事業の財源としている。

5,000,854

同　　上 5,003,654

<定期預金>

浜松いわた信用金庫 有玉支店 同　　上 1,000,000

退職給付引当資産 <定期預金>

浜松いわた信用金庫 有玉支店
職員退職給付引当金見合の引当資産
として管理している。

650,000

浜松いわた信用金庫 有玉支店 同　　上 1,400,000

浜松いわた信用金庫 有玉支店 同　　上 312,000

浜松いわた信用金庫 有玉支店 同　　上 240,000

浜松いわた信用金庫 有玉支店 同　　上 240,000

減価償却引当資産 <定期預金>

浜松いわた信用金庫 有玉支店
資産取得のための資金として管理して
いる。

500,000

<特定資産計> 14,346,508

その他固定資産 什器備品 ノートパソコン 1台 HP C4HYOAT 公益目的の用に供している。 149,692

ノートパソコン ４台 同　　上 4

ﾊｰﾃｨｰﾊﾟﾝﾃｨﾝｸﾞﾊﾞﾙｰﾝ 同　　上 1

<その他固定資産計> 149,697

固定資産合計 320,886,257

　資産合計 324,663,221

122回利付国債(20年）

3-1回浜松市債

3-1回浜松市債

令和７年度　財産目録

（令和８年３月31日現在）

貸借対照表科目 場所・物量等

473回利付国債（2年）

157回利付国債(20年）

772回東京都公募公債

利付国債他経過利息

公益社団法人日本臓器移植ネットワーク

公益社団法人日本臓器移植ネットワーク

定期預金他経過利息

公益社団法人日本臓器移植ネットワーク



(流動負債) 未払金 社会保険料3月分 139,150

3月分職員交通費 95,208

リースカー燃料費2月分、3月分 68,894

あっせん時間外分給与3月分 63,000

野中会計事務所委託費3月分 55,000

リースカーETC利用料金2月、3月分 34,630

14,576

<未払金計> 470,458

前受収益 令和８年度分黄色い羽根募金 29,242

<前受収益計> 29,242

預り金 職員 社会保険料 126,991

職員 源泉所得税 61,220

<預り金計> 188,211

賞与引当金 職員に対する賞与の支払に備えたもの 809,181

<賞与引当金計> 809,181

流動負債合計 1,497,092

(固定負債） 退職給付引当金 職員に対する退職金の支払に備えたもの 2,842,000

<退職給付引当金計> 2,842,000

固定負債合計 2,842,000

　負債合計 4,339,092

　正味財産 320,324,129

コピー機カウント料金3月分



令和８年度 事業計画書 

自：令和８年 4月 1日 

至：令和９年 3月 31 日 

＜基本方針＞ 

令和８年度、当財団は設立 40 周年を迎えるにあたり、法人名称を（公財）静岡県腎臓

バンクから（公財）静岡県臓器バンクと変更することとなった。これは、平成 9年の「臓

器の移植に関する法律」により脳死臓器移植が可能となった以降、腎臓を含めた臓器移植

全般の普及啓発活動や多臓器移植のあっせん協力を実施している実態に合わせ、団体の活

動や意義をわかりやすくするため名称変更を行うものである。 

普及啓発活動については、「臓器の移植に関する法律」第 3条に行政の責務として『移

植医療について国民の理解を深めるための措置を講ずる』と明記されており、財団は行政

と協同し、県内の普及啓発活動を積極的に行う。昨年度、県が実施した県政インターネッ

トモニターアンケートでは、意思表示率が 19.3％と内閣府世論調査とほぼ同様の所持率で

あったが、更なる意思表示率アップのため各医療機関にも協力頂き各種イベントや公園な

ど理解を深める啓発活動を進める。 

静岡県の臓器提供及び臓器移植については、令和 7 年度 4つの医療機関で 5人の方から

脳死下臓器提供を頂き、県内 2人の透析患者様に腎移植を行うことができた。令和 8 年度

も（（公社）日本臓器移植ネットワークおよび（一社）中部日本臓器提供支援協会）と協

力し臓器提供から臓器移植までの一連の流れが円滑に進むよう支援を行う。 

また、医療機関の体制整備や院内移植コーディネーターに対する教育など人材育成活動

も継続的に実施する。 

 

〇 公益目的事業１：腎臓移植の普及啓発に関する事業 

【医療機関の体制整備に関する事業】 

①  医療機関の巡回と支援、ホームページによる情報共有 

   対 象：臓器移植推進協力病院、院内移植コーディネーター設置施設 

   内 容：県 Co が医療機関を巡回し、勉強会やシミュレーションなど、院内の体制整

備を実施する。巡回の他、ホームページを活用し情報の共有に努める。 

警察・消防・タクシー協会・児童相談所等 提供関連機関との連携強化 

【臓器のあっせんに関する事業】 

②  臓器提供事例発生時の連絡調整 

   あっせん法人のコーディネーターと協同し、臓器提供にかかる支援と調整を行う。 

内 容：家族面談と家族支援、院内調整や法的脳死判定の支援、臓器摘出、臓器搬

送、情報公開、提供後の振り返り会の参加。 

③  臓器提供後の家族支援：  

    内 容：葬儀参列・感謝状（厚生労働大臣・財団）贈呈、移植経過報告・サンク

スレター持参。提供後供後 1年を目途に家族フォローを行う。 



 

 【医療者向け会議・勉強会】 

④  院内移植 Co 連絡会（県委託事業 12 回/年） 

  内 容：院内移植 Co の人材育成・情報共有のための勉強会 

⑤  臓器提供・移植対策協議会（県委託事業 1 回以上/年） 

内 容：臓器提供の事例共有。体制整備の意見交換会。対象：医師・院内 Co 等 

⑥  腎移植担当医懇談会 １～2回開催（Web 開催） 

内 容：腎臓移植施設医師を対象とした事例共有、諸問題の検討。 

 

【助成事業（応募型）】 

なし 

【臓器提供協力金の交付】 

なし 

〇 公益目的事業２：腎臓移植と腎臓病の知識の普及啓発に関する事業 

① 設立 40 周年記念事業と法人名称変更に関する広報活動 

・ 座談会の実施、広報誌にて広報、ニューズレターにて告知 

② 臓器移植普及推進月間（10 月）における活動とメディアを活用した広報 

・ 県内モニュメントや医療機関建物等のグリーンライトアップ 

・ 臓器移植対策功労者表彰推薦（国民大会：新潟市） 

・ 意思表示カード配布活動（ライオンズクラブ・県内サッカーチーム公式試合） 

③ 黄色い羽根募金活動（強化月間：9月～11 月） 

対象：県医師会、県薬剤師会、県歯科医師会、県看護協会、行政、病院等関連団体他 

④ ポスターコンクールと作品の巡回展示 

  学生対象のポスターコンクールの実施と県内医療機関の作品巡回展示実施  

⑤ 中学校、高等学校、公民館等での「命の授業」 

  中学校・高等学校・公民館等での臓器提供や臓器移植の理解を深める勉強会実施。 

 

〇 その他、目的を達成するために必要な事業 

①  ホームページのリニューアル（法人名称変更と設立 40 周年記念） 

②  財政基盤の強化（賛助会員・寄付先の拡充）→関係機関へ支援依頼。 

 

〇 法人関係 

・ 定時理事会  ： 2 回 （5 月・2月頃） 

・ 定時評議員会 ： 1 回 （6 月） 

・ 通常監査   ： 1 回 

・ 県による監査 



（単位：円）

科　　　　目
R08年度
予算額

R07年度
補正予算額

差　 　異

Ⅰ  事業活動収支の部
   1. 事業活動収入

     　①基本財産運用収入
          基本財産利息収入 4,294,000 4,221,000 73,000

     　②特定資産運用収入 55,000 52,000 3,000
　　　　　退職給付引当資産受取利息収入 6,000 3,000 3,000
　　　　　その他特定資産受取利息収入 49,000 49,000 0

     　③会費収入 2,520,000 2,520,000 0
          賛助会員会費収入 2,520,000 2,520,000 0

     　④事業収入 13,181,000 13,181,000 0
　　　　　移植連絡調整者設置事業収入 11,337,000 11,337,000 0
　　　　　腎移植普及啓発事業収入 1,844,000 1,844,000 0

     　⑤補助金等収入 2,349,000 2,354,000 △ 5,000
　　　　　JOTあっせん事業関係助成金収入 849,000 1,144,000 △ 295,000
　　　　　JOT都道府県支援事業助成金収入 1,500,000 1,210,000 290,000

     　⑥寄付金収入 2,827,000 3,033,000 △ 206,000
　　　　　受取寄付金収入 1,272,000 1,614,000 △ 342,000
　　　　　黄色い羽根募金収入 1,492,000 1,358,000 134,000
　　　　　自動販売機寄附金収入 63,000 61,000 2,000

     　⑦雑収入 135,000 135,000 0
          受取利息収入 0 0 0
          雑収入 135,000 135,000 0
      事業活動収入計 25,361,000 25,496,000 △ 135,000
   2. 事業活動支出
      ①事業費支出
          給料手当支出 9,057,000 9,344,000 △ 287,000
          賞与支出 2,863,000 2,483,000 380,000
          退職給付支出 460,000 646,000 △ 186,000
          福利厚生費支出 1,995,000 2,157,000 △ 162,000
          旅費交通費支出 1,141,000 1,234,000 △ 93,000
          通信運搬費支出 1,008,000 1,049,000 △ 41,000
          消耗品費支出 196,000 233,000 △ 37,000
          什器備品費支出 0 0 0
          印刷製本費支出 1,794,000 1,537,000 257,000
          賃借料支出 724,000 786,000 △ 62,000
          保険料支出 89,000 86,000 3,000
          諸謝金支出 130,000 280,000 △ 150,000
          委託費支出 825,000 565,000 260,000
          広告宣伝費支出 168,000 133,000 35,000
          諸会費支出 150,000 150,000 0
          支払手数料支出 31,000 32,000 △ 1,000
　　　　　会議費支出 221,000 108,000 113,000
          提供関連費支出 102,000 114,000 △ 12,000
          会場費支出 292,000 221,000 71,000
          支払助成金支出 0 0 0
          雑支出 42,000 43,000 △ 1,000
        事業費支出計 21,288,000 21,201,000 87,000
      ②管理費支出
          給料手当支出 1,673,000 1,673,000 0
          賞与支出 371,000 371,000 0
          退職給付支出 307,000 317,000 △ 10,000
          福利厚生費支出 237,000 232,000 5,000
          会議費支出 22,000 47,000 △ 25,000
          旅費交通費支出 159,000 224,000 △ 65,000
          通信運搬費支出 276,000 223,000 53,000
          消耗品費支出 18,000 64,000 △ 46,000
          印刷製本費支出 15,000 54,000 △ 39,000
          光熱水料費支出 54,000 52,000 2,000
          賃借料支出 149,000 147,000 2,000
          保険料支出 13,000 13,000 0
          諸会費支出 14,000 14,000 0
          支払手数料支出 76,000 70,000 6,000
　　　　　委託費支出 667,000 680,000 △ 13,000
          雑支出 36,000 112,000 △ 76,000
        管理費支出計 4,087,000 4,293,000 △ 206,000
      事業活動支出計 25,375,000 25,494,000 △ 119,000
        事業活動収支差額 △ 14,000 2,000 △ 16,000

令和８年度 収支予算書
（令和8年4月1日から令和9年3月31日まで）



Ⅱ  投資活動収支の部
   1. 投資活動収入
      ①基本財産取崩収入
　　      投資有価証券売却収入 0 138,800,000 △ 138,800,000
      ②特定資産取崩収入
          運用財産取崩収入 0 5,000,000 △ 5,000,000
        特定資産取崩収入計 0 143,800,000 △ 143,800,000
      投資活動収入計 0 143,800,000 △ 143,800,000
   2. 投資活動支出
      ①基本財産取得支出
　　      投資有価証券取得支出 0 137,907,000 △ 137,907,000
      ②特定資産取得支出
          運用財産取得支出 0 5,006,000 △ 5,006,000
        特定資産取得支出計 0 142,913,000 △ 142,913,000
      投資活動支出計 0 142,913,000 △ 142,913,000
        投資活動収支差額 0 887,000 △ 887,000
Ⅲ  財務活動収支の部
   1. 財務活動収入
      財務活動収入計 0 0 0
   2. 財務活動支出
      財務活動支出計 0 0 0
        財務活動収支差額 0 0 0
Ⅳ  他会計振替額 0 0 0
Ⅴ  予備費支出 0 0
        当期収支差額 △ 14,000 889,000 △ 903,000
 　　   前期繰越収支差額 3,258,568 2,369,568 889,000
  　　  次期繰越収支差額 3,244,568 3,258,568 △ 14,000


